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●「開発こうほう」は、北海道開発協会のホームページでも
　ご覧になれます。

　 1月12日(水)～ 3月11日(金)
　令和 3年度建設事業専門研修会
　※詳細は49ページをご覧ください。

　 2月14日(月)～17日(木)
　第65回北海道開発技術研究発表会
　 2月14日（月）北海道開発局札幌第 1合同庁舎　 2階講堂
　 2月15日（火）～17日（木）北海道開発局研修センター

　 2月22日(火)
　土木技術者のための講習会
　 9 :10～16:10　北海道自治労会館　 5階ホール

国営滝野すずらん丘陵公園
　 2月 5日（土）・6日（日）
　滝野スノーフェスティバル
　　 ホワイトシーズン最大のイベント。雪面での巨大エアー
遊具を使った様々なスポーツに挑戦！

　　　●参加費　無料（一部有料）（入園料･駐車料金は別途）
　　　●定　員　1,000名程度／日
　　　●時　間　10:00～15:00
　　　●場　所　つどいの森
　　※会場入り口の総合受付で体調チェックを実施予定。
　 2月 6日（日）・8日（火）・13日（日）・20日（日）
　冬の森　おさんぽガイド
　　 グループごとに滝野の森クラブボランティアがついて、
冬の森の楽しみ方をご案内します。雪が十分に積もって
いれば、スノーシューを履いて森を散策する初心者にも
おすすめのガイドツアーです。

　　　●参加費　100円（入園料･駐車料金は別途）
　　　●定　員　各 4組（ 1組最大 5名）
　　　●時　間　10:30～（所要時間60～90分）
　　　●場　所　森の交流館（予約申し込み）
　　　●対　象　 4歳以上。スノーシューサイズは16cm～です。
　 2月27日（日）
　たきの森フェス～WINTER2022～
　　 滝野の森での冬のおまつりイベント！雪遊びを楽しみな
がら森を歩きまわってミッションをクリアする「たいけ
ん！ノモリ調査団 3」森の木の実の妖精タキナッツたち
と「ノモリ」を調査しに行こう！

　　　●参加費　無料（入園料･駐車料金は別途）
　　　●定　員　なし（当日現地受付）
　　　●時　間　10:00～15:00
　　　●場　所　滝野の森ゾーン東エリア
　　※「たきの森フェスfacebook」に情報掲載予定です。
　※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.
com/）をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）
までお問い合わせください。
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　北海道で森から木を切り出す作業は、今でも冬
が最盛期です。冬は生物活動が低下し樹木の水分
が少なくなり、建材として良材となるためです。ま
た、伐採した丸太を集材する上で、運搬車両が凍
結した林道で通行しやすくなることもあります。北
海道では戦後に造林されたトドマツやカラマツが
主伐期に達しています。これらの人工林は、従来
は建築用の構造材としては、あまり用いられてき
ませんでしたが、最近では乾燥技術の改良やCLT
（直交集成材）の開発等により、道産木材を使用し
た建築物も増えてきています。針葉樹では11～40
年までの若い木がCO2を良く吸収しますので、成
長した樹木を伐採して有効に活用し、その跡地に
再造林することによって温暖化防止に貢献できま
す。道内では、こうした林業作業の担い手が高齢
化していることから、2020年に「北の森づくり専
門学院」が旭川に開校し、林業現場で即戦力とな
る人材を育成しています。1学年の定員は40名で、
道外からの入学者も増えているようです。この 3
月には第1期生が卒業しますが、100社近くの企業
等から求人があったこともあり、ほとんどの生徒
が道内で就職するようです。ICTを活用したスマー
ト林業技術などを学んだ人材が、地域産業を支え
ていくことを期待したいと思います。 （黒﨑）
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